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第 203 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

学問、人生の胆力 〜『専門性とその裾野』〜 

 

2023年9月23日『ケロッとカフェ4周年記念シンポジウム』で、筆者は『基調講演「がん細胞

で起こることは、人間社会でも起こる」』(神奈川県 磯子公会堂に於いて）の機会が与えれ

た（画像）。 事前に非売品の新刊書籍『教養を深め、時代を読む 〜 楕円形の心 〜』(to be

出版)を頂きたとの希望が寄せれた。 

 

パネルデスカッションは、安藤潔先生、林良彦先生、大橋洋平先生が登壇された。 安藤潔

先生との最初の出会いは、筆者が癌研実験病理部部長の時代(1990年代で、約30年前)で、研

究相談に来訪された日ではなかろうか！ 大分県から上京された林良彦先生は、明日(9月24

日)、『がん哲学外来メディカルカフェひばりが丘』7周年記念講演、 三重県からの大橋洋

平先生は、『がん哲学外来さいわいカフェin茨城・筑西』で講演とのことである。 まさに

『この時の為』である。 

 

共に筆者が顧問を仰せつかっている『21世紀エステル会』【代表：金田佐久子先生(川口が

ん哲学カフェいずみ代表)、広報部長：田鎖夕衣子氏（がん哲学外来メディカルカフェひば

りが丘代表）、企画部長：太田和歌子氏（がん哲学外来白鷺メディカルカフェ代表）、編集

係:海老澤規子氏（がん哲学外来さいわいカフェin茨城・筑西代表）】のメンバーの企画で

ある。 大いに感服した。 

 

筆者は、9月24日は、『東久留米がん哲学外来』と『読書会』である(画像)。 英文で書かれ、

現在でも世界に誇る名著とうたわれる 新渡戸稲造著『武士道』＆内村鑑三著『代表的日本

人』を熟読玩味する時である。 今回の箇所は『代表的日本人』の『中江藤樹 〜 村の先生 〜』

である。 

 

あらゆる分野におけるトップの品性、人格が近頃盛んに問題にされている社会状況にあって、

『現代教養としての専門性とその裾野としての教養』を考えるタイムリーな時ではなかろう

か！ 何かと気ぜわしい現代、あらゆる分野で閉塞感が漂う時代において、じっくりと深く

『静思』することは、学問、人生の胆力と『Vision, Passion, Mission』を語るためにも大

切であると考える。 この度、新刊『新渡戸稲造 〜 壁を破る言葉 〜』（三笠書房）(画像)

の運びとなった。 
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